
過去の薬剤情報を閲覧することで過剰投薬を回避した事例

年 齢 性 別90歳代 女性 外科 介入項目 薬剤減量診療科

改善要因 過去の薬剤情報を確認

経 緯 • 普段から来局している患者が、普段とは異なる診療科の処方箋を持って来局した。

• 処方箋には、アムロジピンベシル酸塩錠5mgが含まれていた。薬局内に残っていた2018年の記録を確認したとこ
ろ、当時、他の医療機関からアムロジピンベシル酸塩が処方されていたことが確認できた。

• 現在も服用しているかを患者に確認したところ「何かを服用しているが何の薬かはわからない」との回答を得た。

• 当日はお薬手帳を持参していなかったが、マイナンバーカードを持参していたため、同意を得て過去の薬剤情報を
閲覧したところ、現在アムロジピンベシル酸塩錠2.5mgを服用していることが確認できた。

• 上記の内容を処方医に情報提供し、アムロジピンベシル酸塩錠5mgを2.5mgへ減量した上で、既に服用している
分と一緒に服用することとなった。

マイナンバーカードを活用した過去情報閲覧で薬剤情報を把握することで、

過剰投薬を防ぐことができた。

【薬局向け】活用例

事例詳細

情報提供元：（株）銀河調剤 銀河薬局雫石店 / 岩手県


